
自立生活型シェアハウス「Penguin House」で生活している鹿追高校生の皆さんと
ハウスマスターの和田 陽輝さん（左上）、地域みらい留学コーディネーターの宗雲 茉里奈さん（右上）



　

入
学
者
数
は
昨
年
比
1.4
倍
、
今

年
度
は
道
外
や
海
外
か
ら
も
入
学

者
が
あ
り
、
卒
業
生
の
中
に
は
海

外
へ
の
進
学
者
も
ー
。
こ
れ
は
ど

こ
の
学
校
で
も
な
い
、
鹿
追
高
校

の
お
は
な
し
で
す
。

　

鹿
追
高
校
は
「
進
路
多
様
校
」。

受
験
勉
強
を
頑
張
る
生
徒
、
就
職

に
向
け
て
頑
張
る
生
徒
、
海
外
に

目
を
向
け
る
生
徒
、
模
索
中
の
生

徒
、
い
ろ
ん
な
生
徒
た
ち
が
七
色

の
未
来
を
そ
の
先
に
見
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
未
来
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
鹿
追
高
校
は
こ
の
数

年
で
、
め
ざ
ま
し
い
進
化
を
遂
げ

ま
し
た
。
町
・
教
育
委
員
会
・
町

内
幼
小
中
学
校
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

「
探
究
的
な
学
び
」「
部
活
動
の
改

革
」「
学
習
ス
ペ
ー
ス
・
ペ
ン
ギ
ン

コ
ロ
ニ
ー
の
整
備
」「
オ
ン
ラ
イ
ン

公
設
塾
の
開
設
」「
１
人
１
台
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
の
貸
与
」
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
一
昨
年
度
か
ら
募
集
を

開
始
し
、
昨
年
度
か
ら
一
期
生
が

入
学
し
た
大
き
な
改
革
が
、「
全
国

募
集
」
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
令

和
６
年
度
は
上
記
の
よ
う
に
、
全

国
そ
し
て
世
界
か
ら
入
学
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
各
地

か
ら
の
生
徒
を
受
け
入
れ
る
た
め
、

町
と
し
て
も
さ
ら
な
る
サ
ポ
ー
ト

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
全
国
募
集
に
よ
っ
て
鹿
追

高
校
に
は
ど
ん
な
変
化
が
起
き
た

の
か
、
ま
た
鹿
高
生
は
ど
ん
な
環

境
で
ど
の
よ
う
な
学
び
を
し
て
い

る
の
か
。
広
報
し
か
お
い
で
は
、「
鹿

追
高
校
の
イ
マ
」
に
つ
い
て
、
皆

さ
ま
の
中
の
鹿
高
情
報
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
べ
く
、
今
月
号
と
来
月

号
に
わ
た
り
ご
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
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鹿追高校のイマ、お伝えします

中川 修司
Shuji Nakagawa

鹿追高等学校 校長

カ
ナ
ダ
短
期
留
学
や
地
域
み
ら
い
留
学
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
あ
る
中
で
、
鹿
高
の
大
き
な
強
み
は

「 

町
や
地
域
の
人
が
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
こ
と 

」

　

今
年
度
、
鹿
追
高
校
に
赴
任
し
て
、

町
か
ら
の
支
援
の
厚
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

鹿
追
高
校
の
大
き
な
特
色
は
な
ん
と
い

っ
て
も
鹿
追
町
の
親
善
大
使
と
し
て
の

「
カ
ナ
ダ
短
期
留
学
」と「
探
究
的
な
学
び
」

で
す
。

　

今
や
、
修
学
旅
行
な
ど
で
海
外
へ
行
く

学
校
は
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
学
年
全
員

が
し
か
も
短
期
留
学
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
実
施
し
て
い
る
学
校
は
そ
う
そ
う
あ

り
ま
せ
ん
。

　

生
徒
た
ち
と「
地
域
み
ら
い
留
学
」へ

の
説
明
会
に
何
度
か
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
鹿
追
高
校
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た

生
徒
た
ち
も
こ
の「
カ
ナ
ダ
に
短
期
留
学

で
き
る
」と
い
う
魅
力
に
惹
か
れ
て
い
る

人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
探
究
的
な
学
び
」で
は
、
生
徒
が
自
主

的
に
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
つ

い
て
学
び
、
実
際
に
解
決
へ
向
け
た
活

動
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
各
業
界
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る「
プ
ロ
ボ

ノ
メ
ン
タ
ー
」か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

っ
て
探
究
を
進
め
て
い
く
の
で
す
が
、
町

内
の
方
々
に
も
多
く
プ
ロ
ボ
ノ
メ
ン
タ

ー
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
鹿
追
高
校
へ
の
支
援

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
か
ら
鹿
追
高
校
を
選
択
し

た
生
徒
が
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
生

活
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き

い
で
す
。
鹿
追
高
校
に
は
、
寮
が
あ
り
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
通
学
費
の
助

成
が
あ
り
、
何
か
あ
れ
ば
相
談
で
き
る

町
の
大
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
今
年
は
、

寮
生
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
何
度
も
温
か
い
食
事
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
お
礼
の
言
葉
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
保
護
者
の
方
の
目
線
に

立
っ
て
も
、
子
ど
も
を
送
り
出
す

環
境
と
し
て
大
変
魅
力
的
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
町
全
体
が
温
か
く
迎

え
入
れ
て
く
だ
さ
る
環
境
は
、
長

年
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
と
の
交

流
や
、瓜
幕
の
山
村
留
学
を
経
て
、

培
わ
れ
て
き
た
鹿
追
町
の
大
き
な
魅
力

で
あ
り
凄
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
に
は
、
そ
う
い
っ
た
温
か

い
支
援
を
い
た
だ
い
た
経
験
を
経
て
、
巡

り
巡
っ
て
「
地
域
の
た
め
」
と
い
う
思
い

を
身
に
つ
け
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

最
近
で
は
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
ま

し
た
が
、
鹿
追
の
教
育
の
根
幹
は
幼
小
中

高
の
一
貫
し
た
学
び
に
あ
り
ま
す
。
今
、

鹿
追
中
学
校
と
瓜
幕
中
学
校
で
は
、
バ
カ

ロ
レ
ア
の
認
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
探
究
的
な
学
び
が

さ
ら
に
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
高
校

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら

来
た
子
ど
も
た
ち
と
鹿
追
高
校
で
学
ぶ

と
い
う
縁
か
ら
、
教
育
や
部
活
だ
け
で
は

な
く
日
常
生
活
を
共
に
過
ご
す
こ
と
で
、

色
ん
な
こ
と
を
学
び
、
社
会
に
出
る
た
め

の
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

前
任
の
俵
谷
俊
彦
校
長
先
生
が
、「
鹿

追
高
校
は
町
の
最
高
学
府
」と
位
置
づ

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
発
展
さ
せ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
個
性
を
大

事
に
育
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
町
が
発
展
す
る

パ
ワ
ー
源
と
な
る
、
そ
う
い
っ
た
高
校
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
も
生
徒
が

い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
姿
に
注
目

い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

Shikaoi High School

  

全
国
か
ら
鹿
追
へ
　
　 

新
た
な
扉
を
開
い
た
鹿
高

合計 75人

33 広報しかおい2024.12 22広報しかおい2024.12



ようこそ、鹿追で学びたいキミへ
新たな高校寮「 Penguin Dormitory 」

Update SHS!　鹿追高校のイマ、お伝えします

　

全
国
募
集
を
開
始
し
て
か
ら
、

鹿
追
高
校
に
は
町
外
か
ら
多
く
の

入
学
生
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
町
外
生
徒
は
男
子
寮「
鹿
砦
寮
」、

女
子
寮「
福
世
館
」、
令
和
６
年
度
か

ら
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス「
ペ
ン
ギ
ン
ハ

ウ
ス
」に
そ
れ
ぞ
れ
入
居
し
て
い
ま

し
た
が
、
次
年
度
以
降
、
現
在
の
寮

で
は
部
屋
数
の
不
足
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

増
加
す
る
町
外
入
学
者
へ
の
受
入

体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
令
和
７

年
度
４
月
か
ら
供
用
を
開
始
す
る
、

新
た
な
高
校
寮「
ペ
ン
ギ
ン
ド
ミ
ト

リ
ー
」を
現
在
建
設
中
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
に
伴
い
、
男
子
寮
「
鹿
砦
寮
」

は
新
た
な
高
校
寮
に
統
合
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ペ
ン
ギ
ン
ド
ミ
ト
リ
ー
は
、
鹿

追
高
校
の
南
西
方
向
、
柏
木
区
児
童

公
園
に
隣
接
し
た
位
置
に
建
設
予

定
。
食
堂
・
交
流
棟
を
中
心
に
据
え
、

生
徒
が
生
活
す
る
居
住
棟
４
棟
が

各
２
棟
ず
つ
左
右
に
つ
な
が
る
形

で
建
設
さ
れ
ま
す
。
各
棟
に
は
個

室
10
部
屋
の
ほ
か
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、

ト
イ
レ
、
簡
易
キ
ッ
チ
ン
が
備
え

ら
れ
、
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
が
配
置

さ
れ
る
予
定
で
す
。
あ
わ
せ
て
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
朝
晩
に

食
事
が
提
供
さ
れ
、
隣
接
す
る
ハ

ウ
ス
マ
ス
タ
ー
棟
に
は
管
理
者
１

人
が
常
駐
し
ま
す
。
建
物
は
令
和

７
年
２
月
頃
に
完
成
予
定
で
す
。

　

次
月
号
も
「
鹿
追
高
校
の
イ
マ
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

鹿追町元町４丁目 12 番地
全40部屋 (男子20部屋・女子20部屋)
生活居住棟（４棟）、食堂・交流棟
ハウスマスター棟、物置・駐輪場 ほか

いよいよ令和７年度４月から供用開始！

寮だけじゃない、
もうひとつの暮らしのカタチ。
自立生活型「 Penguin House 」

　

全
国
募
集
を
開
始
し
た
こ
と
に

よ
り
、
学
区
外
の
生
徒
た
ち
の
受

入
体
制
を
整
え
る
た
め
に
整
備
さ

れ
た
こ
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
。
元
来
、

都
道
府
県
立
の
公
立
高
校
は
そ
の

都
道
府
県
に
在
住
し
て
い
な
い
と

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
一

部
例
外
有
）。

　

そ
こ
で
鹿
追
高
校
が
ま
な
ざ
し

を
向
け
た
の
が
、「
地
域
み
ら
い
留

学
」
と
い
う
制
度
で
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
日
本
各
地
に
あ
る
魅
力

的
な
１
３
０
校
を
超
え
る
公
立
高

校
の
中
か
ら
、
住
ん
で
い
る
都
道

府
県
の
枠
を
超
え
て
、
自
分
の
興

味
関
心
に
あ
っ
た
学
校
を
選
択
し
、

高
校
３
年
間
を
そ
の
地
域
で
過
ご

す
国
内
進
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
全
国
各
地
か

ら
鹿
追
町
で
学
び
た
い
生
徒
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
は
ど
こ
か
ら
来
た

の
？
」
と
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
生
徒

た
ち
に
尋
ね
る
と
、「
札
幌
」「
青
森
」

「
岐
阜
」
と
さ
ま
ざ
な
地
域
が
飛
び

出
し
ま
す
。「
何
で
鹿
追
の
こ
と
を

知
っ
た
の
？
」
と
の
問
い
に
は
、「
ネ

ッ
ト
」「
テ
レ
ビ
で
見
た
」
と
の
答

え
が
。
中
に
は
、「
過
去
に
親
が
鹿

追
で
働
い
て
い
た
」「
い
と
こ
が
瓜

幕
の
山
村
留
学
を
し
て
い
た
」
と

い
う
生
徒
や
「
瓜
幕
の
山
村
留
学

で
鹿
追
町
に
在
住
し
、
一
度
は
地

元
に
戻
っ
た
が
、
鹿
追
高
校
に
戻

っ
て
き
た
」
な
ん
て
い
う
声
も
。

　

鹿
追
高
校
の
Ｐ
Ｒ
は
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
町
の
魅
力
や
人
の
温
か
さ
が
新
た

な
人
を
呼
ぶ
」
と
い
う
連
鎖
も
起

き
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
生
徒
た
ち
は

基
本
的
に
、
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自

分
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

食
事
の
用
意
や
後
片
付
け
、
リ
ビ

ン
グ
や
お
風
呂
、
玄
関
の
共
用
ス

ペ
ー
ス
の
清
掃
や
冬
場
は
施
設
周

辺
の
除
雪
も
行
い
ま
す
。
自
立
し

た
生
活
と
居
住
者
が
互
い
に
協
力

す
る
気
持
ち
が
共
同
生
活
の
カ
ギ
。

中
に
は
部
活
動
と
ア
ル
バ
イ
ト
を

掛
け
持
ち
し
て
い
る
生
徒
も
い
て
、

町
内
の
飲
食
店
や
介
護
老
人
保
健

施
設
も
み
じ
の
里
な
ど
で
働
い
て

い
ま
す
。　

　
「
鹿
追
で
の
生
活
は
ど
う
？
」
と

尋
ね
る
と
、「
忙
し
い
け
れ
ど
充
実

し
て
い
る
」
と
答
え
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
思
い
思
い

に
そ
し
て
懸
命
に
鹿
追
で
の
目
ま

ぐ
る
し
い
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

　
「
食
事
棟
は
22
時
に
閉
め
る
ん
で

す
が
、
基
本
的
に
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

み
ん
な
食
事
棟
に
い
て
お
し
ゃ
べ

り
し
て
い
ま
す
ね
」
と
話
す
和
田

さ
ん
。
世
間
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
だ
っ

た
こ
の
日
は
、
食
後
の
テ
ー
ブ
ル

に
お
や
つ
が
並
び
、
今
日
あ
っ
た

出
来
事
を
話
し
た
り
、
み
ん
な
で

踊
っ
た
り
と
ペ
ン
ギ
ン
ハ
ウ
ス
か

ら
は
楽
し
そ
う
な
声
が
あ
ふ
れ
て

い
た
の
で
し
た
。

　
「
た
だ
い
ま
ー
。
あ
、
い
い
匂
い
」

と
声
が
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、
緑

町
２
丁
目
に
あ
る
自
立
生
活
型
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
ペ
ン
ギ
ン
ハ
ウ
ス
」

で
す
。
こ
こ
で
は
１
棟
に
３
人
ず

つ
が
入
居
し
、
合
計
12
人
の
生
徒

が
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ン
ギ
ン
ハ
ウ
ス
に
は
、
食
事

棟
が
あ
り
、
調
理
員
の
加
納
浩
子

さ
ん
の
美
味
し
い
ご
は
ん
が
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
の
朝
晩
に
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
同
じ
敷
地

内
に
居
住
す
る
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー

の
和
田
陽
輝
さ
ん
が
生
徒
た
ち
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

この日の晩ごはんはカレーライス。毎日
栄養たっぷりの食事が提供されています。

詳細については、建物が完成次第、
改めて広報しかおいにてご紹介します！

274

4丁目通り

3丁目通り

2丁目通り

1丁目通り

令和7年4月から新高校寮へ統合

鹿砦寮（緑町4丁目）

鹿追高校（西町1丁目）

シェアハウス（緑町2丁目）

福世館（栄町2丁目）

鹿追高校寮「Penguin Dormitory」（元町4丁目）

フクハラ鹿追店

鹿追町

役場

!

ペンギンドミトリー 完成イメージ図
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ひとつの袋に直接ごみを入れて排出してください

プラスチック製容器包装（プラ資源ごみ）とは

プラ資源ごみを正し
く分別し、ごみステー
ションへ排出します。

消費者 市町村 リサイクル事業者 新しいモノに
生まれ変わります

消費者が排出したプラ資
源ごみを分別確認し、収
集します。（委託業者）

収集された容器包装の分別
確認をします。ベール梱包
後、一時保管します。

（ひまわりセンター）

ベール梱包されたものを回
収し、異物を取り除きます。
その後、細かく砕いて溶か
し、ペレットなどに加工。
新たな資源になります。

分別不良ごみは
未回収になります

分別不良ごみなどの
抽出品質調査・指導が入ります

また年に2回、ベール梱包の
品質調査を行います。

（日本容器包装リサイクル
  協会指定事業者）

リサイクルの流れ

再生されたプラスチック
は、さまざまな製品や原料
として活用されます
・作業着などの衣類
・食器容器
・ビニール袋
・建築資材　･･･など

Point
１

Point
２

委託業者で収集・運搬されたプラ資源ごみは、ひ
まわりセンターで全てのごみ袋を開け（破袋作業）、
分別確認を行います。内容物にプラ資源ごみ以外
の異物が混入している場合は取り除き、日本容器
包装リサイクル協会が回収するサイズに「ベール
梱包」をします。
なお、収集の過程において明らかに分別不良と判
断したごみは、回収しない理由を記載したシール
をごみ袋に貼り、未回収としています。
※ベール梱包…収集したものを圧縮し、結束材で梱包
して俵状にしたもの

Point
１ 分別状態の確認

※

町では現在、容器包装リサイクル法に基づき、ご家庭で出た
「プラスチック製容器包装」を「資源ごみ」として分別・回収・
リサイクルしています。
今年度のプラスチック製容器包装（以下、プラ資源ごみ）の品質検
査で、鹿追町から排出されたごみに異物（汚れたプラ資源ご
みやプラ資源ごみ以外のもの）が混入していることが分かり
ました。
プラ資源ごみが適切にリサイクルされるよう、今一度、排出
の際は分別の徹底をお願いします。

捨てる前
に

しっかり
確認して

ね
二重ごみ袋での排出は禁止です！

二重ごみ袋って？
プラ資源ごみをレジ袋などの小さい袋に入れ、そ
れをさらに大きな袋にまとめて排出すること
なぜ禁止なの？
ひまわりセンターでは、ごみ袋を１袋１袋全部開
いて中身を確認しています。二重ごみ袋になって
いると作業効率の低下、異物除去に支障をきたす
など、最終的な分別不良を引き起こします。

日本容器包装リサイクル協会指定事業者（現行／
室蘭市）が、年に２回、ベールを無作為に抽出し、
梱包されたごみをほどいて内容物の適否について
調査します。調査後、結果および改善内容が町に
通知されます。

Point
２

ベール梱包されたプラ資源ごみの
無作為抽出調査（法的義務あり）

▼今年度の同調査について
汚損したプラ資源ごみ、ペットボトル、缶類、プ
ラ資源ごみ以外のプラスチック製品などが混入し
ているとの指摘を受けています。
適正な分別の徹底をお願いします。

指摘を受けた内容の一部
（実際の写真）

上／汚れが付着したプラ 
　　資源ごみ
下／プラ資源ごみ以外の
　　プラスチック製品

この場合、どちらも「燃やさないごみ」へ

プラスチック製容器包装
正しく排出できていますか？

この「プラマーク」が目印！
「プラスチック製容器包装」とは、中身を取り出した
後などに不要となる「プラスチック製の容器や包装」
のことを指します。基本的に「プラマーク」が表示
されています。

プラ資源ごみの具体例
ボトル類 チューブ類 トレイ・カップ類 キャップ・ふた類 発泡スチロール 袋・パック・

ラベルフィルムなど

排出する際の注意点
① 汚れていると資源としてリサイクルできないため、水洗いなどをしてから排出してください。
② 水洗いしても汚れがとれないもの、洗いにくいものは、「燃やさないごみ」で排出してください。
③「二重ごみ袋」での排出は禁止です。絶対におやめください。 ＊詳細は次ページをご覧ください

「ごみ分別ハンドブック」で
分別の詳細をご覧ください

ペットボトルの本体　  資源ごみ（ペットボトル）
電話機・キーボード・マウス　  資源ごみ（小型家電）
モバイルバッテリー　  役場町民課またはひまわりセンターへ

間違いやすいごみの具体例
プラマークのない梱包材（プチプチ・果物ネットなど）／クリアファイル／
CDケース・CDディスク／梱包ひも（スズランテープ、結束バンド）／チャッ
ク付きポリ袋（ジップロックなど）／ハンガー／バケツ／じょうろ／プラン
ター／おもちゃ／歯ブラシや洗濯ばさみなど、他の素材がついているもの

燃やさないごみ

私たちの生活に不可欠なプラスチック。便利な一方で、正しく処分されな
かったプラスチックごみによる環境汚染が世界的な問題となっています。

プラスチックごみを
減らすために
私たちができること プラスチックごみを減らすために大切なこと。それはごみの分別を徹底し、

できるかぎり資源化すること。そして、プラスチックを使用する機会を減ら
す工夫をすること。私たちの心がけが、世界を守ります。

町民課 住民生活係 ☎ 66・4031資 源 ご み
POTATO
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鹿
追
町
文
化
奨
励
賞鹿

追
夏
木
句
会

　

平
成
22
年
８
月
に
地
域
の
有
志
８
人
に

よ
っ
て
会
を
設
立
し
、
今
日
ま
で
15
年
間
、

俳
句
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
会

の
ほ
か
瓜
幕
中
学
校
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
出

展
、
分
館
祭
や
ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
展
、

平
成
27
年
に
開
催
さ
れ
た
道
の
駅
う
り
ま

く
10
周
年
記
念
事
業
の
俳
句
ま
つ
り
へ
協

賛
す
る
な
ど
、
地
域
と
の
俳
句
文
化
の
交

流
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
25
年

お
よ
び
令
和
元
年
の
北
海
道
ホ
ト
ト
ギ
ス

俳
句
大
会
に
参
加
し
、
特
選
、
入
選
等
を

受
賞
す
る
な
ど
会
員
相
互
の
資
質
向
上
、

本
町
の
俳
句
文
化
の
普
及
と
振
興
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

鹿追町文化祭記念式典
鹿追町民文化祭 作品展示・芸能発表

と
渡
辺
雅
人
教
育
長
が
式
辞
を
述
べ
、

受
賞
者
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
同
席
上
に
お
い
て
、
鹿
追

町
文
化
連
盟
表
彰
お
よ
び
環
境
美
化
標

語
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
喜
井
知
己
町
長
、
上
嶋
和
志

町
議
会
議
長
の
祝
辞
に
続
き
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
、
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
夏
木
句
会
会
長
の
髙
橋
征
士
さ
ん
が

「
こ
の
栄
え
あ
る
感
激
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
さ
ら
に
決
意
を
新
た
に
し
、
鹿
追

町
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、「
我
が
村

の
山
河
詠
み
ゐ
て
冬
麗
」
と
一
句
詠
み

上
げ
、
式
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

各
受
賞
者
な
ら
び
に
事
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

文
化
の
華
が
開
く
11
月
３
日
、「
令

和
６
年
度
鹿
追
町
民
文
化
祭
」
が
町
民

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
「
鹿
追
町
文
化
祭
記
念

式
典
」（
町
教
委
主
催
）
が
挙
行
さ
れ
、

文
化
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
個

人
、
団
体
を
表
彰
。
午
後
か
ら
は
「
町

民
文
化
祭
芸
能
発
表
」(

同
実
行
委
員

会
主
催)

が
行
わ
れ
、
研
鑽
を
積
ん
だ

成
果
を
華
々
し
く
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
祭
の
開
催
に
先
駆
け
、

10
月
31
日
か
ら
11
月
4
日
ま
で
の
５
日

間
、
同
会
場
に
お
い
て
作
品
展
示
が
行

わ
れ
、
４
３
０
点
に
も
お
よ
ぶ
力
作
の

数
々
が
来
場
者
の
目
を
引
き
つ
け
ま
し

た
。

　

記
念
式
典
で
は
、「
町
民
皆
さ
ま
が

心
温
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
こ

と
、芸
術
と
文
化
の
香
り
が
漂
い
、人
々

が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
働
け
る
町
づ
く

り
に
、
一
層
思
い
を
深
く
し
て
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
願
い
ま
す
」

教育委員会 社会教育課 ☎ 66･3300

鹿追町文化祭記念式典

式辞を述べる渡辺雅人教育長

環境美化標語受賞者の皆さん［当日出席者］
(左から大西 朔太郎さん、加藤 閃さん、椿 凌佑さん
台蔵 晴さん、水間 櫻子さん)

環
境
美
化
標
語
表
彰

小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

　
　
　

瓜
幕
小
学
校 
５
年

大
西 
朔
太
郎

優
秀
賞

　
　
　

鹿
追
小
学
校 

５
年

加
藤
　
　
閃

優
秀
賞

　
　
　

笹
川
小
学
校 

６
年

椿
　
　
凌
佑

優
秀
賞

　
　
　

瓜
幕
小
学
校 

６
年

台
蔵
　
　
晴

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

　
　
　

鹿
追
中
学
校 

２
年

山
本
　
結
菜

優
秀
賞

　
　
　

鹿
追
中
学
校 

２
年

下
山
　
来
夢

優
秀
賞

　
　
　

鹿
追
中
学
校 

２
年

中
野
　
　
皐

優
秀
賞

　
　
　

瓜
幕
中
学
校 

３
年

水
間
　
櫻
子

鹿
追
町
文
化
奨
励
賞齊

藤　
隆
博

　

鹿
追
中
学
校
美
術
教
員
と
し
て
教
職
に

就
く
傍
ら
、
神
田
日
勝
記
念
館
建
設
検
討

委
員
会
委
員
と
し
て
美
術
館
の
建
設
検
討

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
開
館
後
は
全
国
の

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
馬
の
絵
作
品

展
」
の
審
査
委
員
長
と
し
て
30
年
間
に
渡

り
青
少
年
の
芸
術
文
化
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
、
砂
田
友
治
展
の
招
聘
や
絵
画
教
室
の

講
師
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
田
日
勝
記
念
美
術
館
が
主
催

す
る
十
勝
の
美
術
作
家
展
で
は
率
先
し
て

運
営
委
員
の
役
を
担
う
な
ど
、
美
術
館
事

業
の
推
進
、
本
町
の
美
術
の
普
及
と
振
興

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
追
町
青
少
年
文
化
奨
励
賞

                

鹿
追
小
学
校
３
年 濱

口　
諒

　

鹿
追
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
18
回

花
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
【
受
賞
】
準
大
賞

鹿
追
町
青
少
年
文
化
奨
励
賞

               

鹿
追
小
学
校
１
年

本　
凪

　

鹿
追
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
18
回

花
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト 【
受
賞
】 

鹿
追
町
長
賞

鹿
追
町
文
化
連
盟
賞白

石　
知
徳

　

平
成
29
年
に
鹿
追
短
歌
会
の
入
会
以
来
、

会
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
。
第
35
回
全

十
勝
短
歌
大
会
に
お
い
て
、
十
勝
毎
日
新

聞
社
賞
、
時
田
則
雄
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

俳
句
の
普
及
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状

神
田　
眞
理

　

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
の
所
蔵
作
品
の

充
実
の
た
め
油
彩
画
を
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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　町民の皆さんが日々研鑽を積み、作り上げた力作が集う作品展示。サークルや個人
から、写真、俳句、陶芸、書道、絵手紙など 430 点以上もの作品が町民ホールに集
いました。
　芸能発表では、9 団体 90 人を超える町民の皆さんが登壇。満員となった会場を舞
台に、日頃の修練の成果を惜しみなく披露しました。

町民文化祭作品展示・芸能発表

写真 ( 鹿追光画会 )

会場の様子

書道 (白寿大学)・個人作品

俳句 ( 鹿笛吟社 )シャドーボックス (シャドーボックス)

絵手紙 ( たのしい絵手紙 )

鹿追手話サークル鹿追ジュニアアンサンブル

鹿追茶道会によるお茶席 鹿追愛吟会

まちの話題
Town's topics

　

10
月
19
日
、ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
鹿

追
瓜
幕
Ｉ
Ｂ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
瓜
幕
中
学
校
３

年
生
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア（
Ｉ
Ｂ
）教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
同
校
の
３

年
生
11
人
が
企
画
。
地
域
活
性
化
の
た
め
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
生
徒
自
ら
が
考
え
、
地
域
に

密
着
し
た
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
学
校
で
栽
培
し
た
ト
マ
ト
を
使
っ

た
ア
メ
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
白
蛇
姫
資
料
展

示
、
蹄
鉄
を
模
し
た
輪
投
げ
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

や
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
す
る
水
間
櫻
子
さ
ん
は
「
３
カ
月

間
全
力
で
取
り
組
む
中
で
、
お
互
い
に
助
け
合
い

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
瓜
幕
の
魅
力
を
感
じ

て
楽
し
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

中学生が地域を盛り上げる！
鹿追瓜幕ＩＢフェスティバル

　

10
月
26
日
、「
子
ど
も
の
夢
を
応
援
す
る
１
日
」

を
テ
ー
マ
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
、「
こ
ど
も
万
博
２
０
２
４
in
と
か
ち
鹿
追
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
場
内
外
を
広
く
使
っ
た
会
場
に
は
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
職
業
体
験
や
子
ど

も
縁
日
、
は
た
ら
く
車
、
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
ブ
ー
ス
が
ず
ら
り
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
出
店
も
あ
り
、
多
く
の
親
子
連
れ
ら
が
一
日
中

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
夢
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
お
手
製
の

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
使
い
な
が
ら
「
ピ
ア
ノ
の
調

律
師
に
な
り
た
い
」
と
力
強
く
ス
ピ
ー
チ
し
た
鈴

木
結
和
さ
ん
（
笹
川
小
学
校
３
年
）
が
見
事
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

子どもの “好き”や“夢” を応援
こども万博2024inとかち鹿追

　

10
月
12
日
、
町
民
ホ
ー
ル
で「
第
30
回
馬
の
絵
作

品
展
表
彰
式
」（
神
田
日
勝
記
念
美
術
館
主
催
、北

海
道
新
聞
帯
広
支
社
共
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
作
品
展
は
、
馬
を
愛
し
た
神
田
日
勝
の
志
を

受
け
て
馬
を
題
材
と
し
た
絵
画
を
募
集
。
今
年
は

全
国
各
地
の
小
中
学
生
か
ら
４
９
１
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
羽
幌

町
立
羽
幌
中
学
校
２
年
の
神
永
み
そ
ら
さ
ん
を
は

じ
め
、
入
賞
・
入
選
者
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。

神
永
さ
ん
は
「
馬
の
親
子
の
温
か
み
や
毛
並
み
を

表
現
し
た
」
と
自
身
の
絵
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

町
民
ホ
ー
ル
で
の
作
品
展
示
後
は
、
入
賞
・
入

選
作
品
を
対
象
に
、
中
標
津
町
、
滋
賀
県
栗
東
市
、

帯
広
市
に
会
場
を
移
し
巡
回
展
が
行
わ
れ
ま
す
。

馬を追求した力作が集結
第 30回馬の絵作品展表彰式
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お知らせ掲示板
担当課 ・ 係から ひとこと

地
域
貢
献
に
尽
く
さ
れ
た
事
業
所
に

地
域
貢
献
に
尽
く
さ
れ
た
事
業
所
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た総

務
課 

総
務
係 

　

10
月
21
日
、
役
場
町
長
室
に
お
い
て

「
地
域
貢
献
事
業
所
へ
の
感
謝
状
贈
呈

式
」
が
行
わ
れ
、
藤
原
工
業
株
式
会
社

（
藤
原
治
代
表
取
締
役
）
の
福
田
誠
常

務
取
締
役
へ
喜
井
町
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
国
の
公
共
事
業
で
鹿
追
町

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
縁
か
ら
、
地

域
貢
献
活
動
と
し
て
笹
川
公
民
館
の
縁

石
の
補
修
お
よ
び
砂
利
の
補
修
作
業
に

奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

喜
井
町
長
か
ら
は
「
町
で
手
が
回
っ

て
い
な
か
っ
た
工
事
で
と
て
も
感
謝
し

て
い
る
。
地
区
の
公
民
館
な
の
で
地
域

の
皆
さ
ん
も
喜
ん
で
く
だ
さ
る
と
思

う
」と
お
礼
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

感謝状を贈呈した福田誠常務取締役（中央）
と佐藤大介土木係長（左）

産
業
研
修
生
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま

産
業
研
修
生
の
修
了
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
し
た

農
業
振
興
課 

農
政
係

　

10
月
30
日
、
町
長
室
に
お
い
て
「
令

和
６
年
度
鹿
追
町
産
業
研
修
生
修
了

式
」（
町
主
催
）
が
行
わ
れ
、
研
修
生

の
木
村
知
世
さ
ん
へ
喜
井
町
長
か
ら
修

了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
４
月
か
ら
7
カ
月
間
に

わ
た
り
、
受
け
入
れ
事
業
主
で
あ
る
三

田
村
農
場
さ
ん
の
も
と
で
研
修
。「
色
々

不
安
も
あ
っ
た
が
、
皆
さ
ん
の
助
け
も

あ
っ
て
無
事
に
修
了
で
き
嬉
し
く
思

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
産
業
の
担
い
手
対
策
と
し

て
平
成
10
年
に
開
始
。
産
業
に
深
い
理

解
と
意
欲
を
持
っ
て
研
修
し
よ
う
と
す

る
方
を
支
援
し
、
本
町
の
産
業
発
展
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

台
東
区
・
墨
田
区
で
鹿
追
町
の
特
産
品

台
東
区
・
墨
田
区
で
鹿
追
町
の
特
産
品

や
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た

や
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た

企
画
課 

企
画
係 

　

10
月
5
日
か
ら
6
日
に
か
け
て
東
京

都
墨
田
区
で
開
催
さ
れ
た
「
第
49
回
す

み
だ
ま
つ
り
」
と
、
19
日
か
ら
20
日
に

か
け
て
台
東
区
で
開
催
さ
れ
た
「
第
７

回
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ス
タ
」
に
鹿
追

町
が
出
店
し
ま
し
た
。

　

す
み
だ
ま
つ
り
に
は
十
勝
西
部
４
町

が
参
加
し
、そ
れ
ぞ
れ
特
産
品
を
販
売
。

十
勝
と
墨
田
区
が
、
関
係
人
口
を
増
や

す
た
め
の
連
携
事
業
に
お
い
て
交
流
が

あ
り
、
今
回
の
出
店
に
至
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ス
タ
に
は
、
鹿

追
町
と
台
東
区
が
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
縁
か
ら
の
出
店
。
町
内
特
産
品

の
販
売
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

すみだまつりには初出店、ふるさとPR
フェスタには４回目の参加となります

変
動
す
る
大
地
と
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
を

変
動
す
る
大
地
と
暮
ら
し
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課 

　

11
月
９
日
、
町
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
第
２
回 

変
動
す
る
大
地
と
暮
ら
し
セ

ミ
ナ
ー
」（
町
主
催
）を
開
催
し
、
20
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
回
目
と
な
る
今
回
は
気
候
変
動
が

テ
ー
マ
。
講
師
の
山
中
康
裕
さ
ん（
北

海
道
大
学
教
授
）が
、気
候
変
動
問
題
の

現
状
や
、
困
難
な
問
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
社
会
を
作
り
変
え
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

山
中
さ
ん
の
講
演
に
合
わ
せ
水
口
綾

香
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
防
災
し
た
っ
け

代
表
理
事
）に
よ
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
実
施
。
参
加
者
た
ち

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
講
演
内
容
が

わ
か
り
や
す
く
図
解
さ
れ
ま
し
た
。講演後はまとめたグラフィックを見ながら

振り返りを行い、質疑応答が交わされました

左から喜井町長、産業研修生の木村さん、
受け入れ事業主の三田村さん夫妻

　
来
年
の
干
支
（
巳
）
の
焼
き
物
を
、

限
定
１
０
０
個
販
売
し
ま
す
。

　
鹿
追
焼
は
、
鹿
追
町
の
美び

ま
ん蔓
地
区
よ

り
出
土
す
る
良
質
な
粘
土
を
原
料
と
し

た
焼
き
物
で
す
。

　
鹿
追
焼
を
代
表
す
る
緋ひ

だ
す
き襷

は
、
釉

う
わ
ぐ
す
り薬

を
使
わ
ず
稲
わ
ら
を
作
品
に
巻
い
て
焼

き
締
め
る
技
法
で
、
岡
山
県
備
前
焼
よ

り
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

《
価
格
・
個
数
》

①
緋ひ

だ
す
き襷（
小
） ３
０
０
円
／
20
個

②
緋ひ

だ
す
き襷（

中
） ６
０
０
円
／
30
個

③
炭
化（
小
） ５
０
０
円
／
20
個

④
炭
化（
中
） １
０
０
０
円
／
30
個

《
申
込
み
》12
月
２
日（
月
）～
６
日（
金
）

左
記
問
い
合
わ
せ
ま
で
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

《
引
渡
し
期
間
》
12
月
16
日（
月
）～
20
日

（
金
）

《
引
渡
し
場
所
》
陶
芸
工
作
館
（
鹿
追
窯
）

◆
問
合
せ 

商
工
観
光
課 

陶
芸
係
☎
66
・

３
７
３
８

　
み
な
さ
ん
に
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い

る
鹿
追
町
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
加
工
し

た
干
し
芋
「
甘
姫
」
を
、
12
月
下
旬
か

ら
販
売
予
定
で
す
。

　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
手
作
り
し
て
い
る

た
め
製
造
数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

《
価
格
》 １
袋　
税
込 

７
０
０
円

内
容
量
／
１
７
０ｇ（
増
量
し
ま
し
た
）

《
取
扱
店
》
道
の
駅
し
か
お
い
、
道
の
駅

う
り
ま
く
、
Ａ
コ
ー
プ
鹿
追
店

◆
問
合
せ 

農
業
振
興
課 

農
政
係 

☎
66
・

４
０
３
５
／
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

☎

66
・
２
９
８
５

情報BOX

鹿
追
焼
の
干
支
を
販
売
し
ま
す

干
し
芋「
甘
姫
」を
販
売
し
ま
す

陶芸工作館 HP

No.
閲　覧

年月月

閲覧した機関などの名称
利用目的の概要

閲覧に係る住民の範囲
（条件・地域）実施機関 調査委託機関

１ 令和６年
５月14日

自衛隊帯広地方
協力本部

陸上自衛隊高等工科学校生徒
の募集事務

平成21年4月2日から
平成22年4月1日生ま
れの男子22人

鹿追町全域

２ 令和６年
７月18日

北海道総合政策
部地域創生局

北海道新聞社
代表取締役社長
宮口 宏夫

「北海道の人口減少などに
関する意識調査」実施のため 18歳以上の男女12人 緑町１丁目

３ 令和６年
８月23日

日本銀行
情報サービス局

（株）日本リサーチ
センター
代表取締役社長 
杉原 領治

「生活意識に関するアンケート
調査」実施のため 20歳以上の男女15人

栄町２丁目、
笹川北、鹿追基線、
鹿追北、鹿追南、
新町１〜２丁目

「住民基本台帳の一部の写し」の閲覧制度
　住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成18年11月1日施行）により「誰でも閲覧を請求できる」から「住民基本台帳
法に規定された活動を行うためにのみ閲覧の申請をすることができる」という個人情報保護に十分留意し制限を設けた制度
へ改正されました。これにより、 住民基本台帳の一部（氏名・生年月日・性別・住所）の写しは、公用、公益性が高いと認
められる場合に限り閲覧が認められることになりました。なお、閲覧者の請求状況については、毎年１回以上公表すること
が規定されています。

住民基本台帳閲覧状況

令和5年11月１日〜令和6年10月31日までの
住民基本台帳閲覧状況を公表します。

町民課 戸籍年金窓口係　☎66•4031

公表します
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Event ※都合により変更する場合があります

イベント
情 報

　これから本格的に始まるスケートシーズンに向
け、スピードスケートの研ぎ方をお教えします。

日 時    12 月３日（火）　午後７時
場 所　スポーツセンター 
持 ち 物　スピードスケートの研ぎ台（研ぎ石）
　　　　　一式・スピードスケート用くつ

参  加  費　無料
定　　員　若干名（個別指導となります）
申　　込　上記係まで

スピードスケート研ぎ方教室
社会教育課 スポーツ振興係　☎ 66•3441

　12 月４日～ 10 日は「人権週間」です。釧路地
方法務局帯広支局および帯広人権擁護委員協議会
では、これに合わせ「特設人権相談所」を開設し
ます。
　いじめや虐待などの子どもの人権問題、高齢者
虐待、障がい者差別、インターネット上における
誹謗中傷など、人権に関する困りごとや悩みなど、
皆さまからのご相談に、鹿追町の３人の人権擁護
委員が応じます。
　相談は無料、事前のご予約も不要。もちろん、
相談内容についての秘密は守られます。まずは、
お気軽にご相談ください。

日 時    12 月４日（水）　午後 1 時～３時
場　　所　町民ホール（セミナー A）
問  合  せ　帯広人権擁護委員協議会事務局
　　　　    ☎︎ 0155･24･5853

特設人権相談所
町民課 戸籍年金窓口係　☎ 66•4031

　神田日勝の生誕（1937 年 12 月 8 日）を記念するファンの集いです。
　企画展「神田日勝×半谷学　いのちのつながり」の出品作家である半谷 学さんによるアーティスト
トークとクラシックギタリスト・田中 光俊さんによるギター演奏と懇親会を行います。
　皆さまのご来場をお待ちしています。

日 時    12 月８日（日）
　　　　　 第 1 部  午後３時 30 分～   アーティストトーク  （半谷 学さん）
　　　　　 第 2 部  午後４時 30 分～   ギター演奏  （田中 光俊さん）
　　　　　第 3 部  午後５時 30 分～   懇親会
場 所　神田日勝記念美術館
参  加  費　1000 円（第３部懇親会参加費）  ※第２部までの参加は無料
申込期間　11 月 27 日（水）～ 12 月４日（水）
申　　込　上記係まで
　　　　　＊詳細は美術館ホームページをご覧ください

第 22 回  日勝祭
社会教育課 神田日勝記念美術館係　☎ 66•1555

美術館 HP

第 506 回　スイーツづくり
　今月はフワフワ生地の中に生クリームを注入する

「生シフォンパウンドケーキ」と、外はサクサク中は
しっとりの「スコーン」を作ります。

（お持ち帰りはケーキ２本、スコーン８つです）

日 時    12 月 13 日（金）
午前 9 時 30 分～午後１時頃

場 所　ワーキングセンター
経 費　1500 円前後（原材料代）　　　　　　
対 象　町内在住の方（小学生以下保護者同伴）
持 ち 物　ハンドミキサー（ご自宅にある方）、

長靴（23cm以下の方）
定 員　４人
申込受付　12 月２日（月）～ 12 月６日（金）
申 込　上記係まで
＊１月は都合によりお休みします。
　次回は２月 14 日（金）「手作り味噌」を予定しています。

12 月の加工体験研修
農業振興課 農政係 ワーキングセンター ☎ 66•2985

　鹿追焼は、鹿追町美
び ま ん

蔓地区より出土する良質な粘
土を原料としています。
　今回販売される「200 個（15種類）のマグカップ」は、
期間限定の特別価格で販売します。
　ぜひこの機会に「鹿追焼」の良さを実感していた
だけたら幸いです。たくさんのご来店をお待ちして
います。

日 時    12 月 14 日（土）
午前 10 時～午後４時
※現品がなくなり次第終了

場 所　道の駅しかおい直売店
価 格　１客 500 円（税込）
問  合  せ　上記係まで　　　　　

鹿追焼 マグカップ市
商工観光課 陶芸係　☎ 66•3738

陶芸工作館
HP

　お父さん！子育て楽しんでいますか？子育てにはお父さんの出番がいっぱい！！
　地域の子育て活動に積極的に参加され、ご自身も３人の子育てをされている嶋野 丈治さんを講師に迎
え、子育て中のお父さんたちと一緒に、にこにこと笑顔あふれる子育てのお話を聞いてみませんか。
　鹿追町で共に子育てをする、お父さん同士の交流も楽しみましょう。

日 時　12 月 13 日（金）　
午後６時 30 分～８時

場 所　トリムセンター　総合健診室
対 象　子育て中のお父さん、お母さん
　　　　　 ※託児もあります。ご夫婦での参加も大歓迎！
申込受付　12 月 12 日（木）まで
申込方法　事前の申込が必要です
　　　　　 ＱＲコードまたは電話でお申し込み下さい
問 合 せ　上記係まで

にこにこ子育て交流会
子育て支援課 こども家庭センター　☎ 66•1352

講 師　
嶋野 丈治 さん

　高２･中３･小６の３児の父
　子育てファミリーサポート「育児ネッ
トめむろ」で「パパであることを楽し
もう」と始まったパパスイッチ事業の
代表メンバー。
　2013年から北海道主催の「お父さん
応援講座」の講師を務め、道内の希望
自治体を訪問し、実体験を踏まえなが
ら、お父さんの子育てについて講演を
行っています。申込みは

こちらから

プラス

パパとあそぼう！
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町民課 戸籍年金窓口係
☎66•4031

　令和 6 年中（１月１日〜 12 月 31 日まで）に納めた国民年金保険料は、
所得税と住民税の申告で全額が社会保険料控除の対象となります。　
　この社会保険料控除を受けるためには、納めたことを証明する書類の
添付が義務付けられています。このため、令和６年中に国民年金保険料
を納付した方については、納付した国民年金保険料の額を証明する「社
会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます。年末調整や
確定申告をされるときに必要ですので大切に保管してください。

対象者 送付方法 送付日
令和 6 年 1 月 1 日から令和 6 年 9 月 30 日までの間に国民年金
保険料を納付した方 郵送 令和 6 年 10 月 25 日から

11 月上旬にかけて順次
上記の方のうち、「ねんきんネット」において事前に電子送付希
望の登録を行った方 電子送付 令和 6 年 10 月 16 日から

10 月下旬にかけて順次
令和 6 年 10 月 1 日から令和 6 年 12 月 31 日までの間に今年 
はじめて国民年金保険料を納付した方 郵送 令和 7 年 2 月上旬

上記の方うち、「ねんきんネット」において事前に電子送付希望
の登録を行った方 電子送付 令和 7 年 1 月上旬

注）「ねんきんネット」において事前に電子送付希望の登録を行った場合、郵送は行われません。また、両方で受け取る設定はできませ
ん。電子送付で控除証明書を受け取った後に、紙の控除証明書で手続きを行う場合は、国税庁が提供する「ＱＲコード付き証明書等作
成システム」へ取り込み印刷するか、再交付申請をしてください。「ねんきんネット」の ID を取得している方は、「ねんきんネット」か
らいつでも再交付申請ができ、１週間程度で送付されます。

次のとおり、日本年金機構から対象となる方宛てに控除証明書が送付されます。

ｅ-Tax での確定申告などに簡単に利用できる電子デー
タとして、控除証明書をマイナポータルで受け取るこ
とができます。詳しくは、日本年金機構の HP 内「確
定申告・年末調整に必要な通知書をマイナポータルで
受け取る」の電子送付サービスに関する説明ページを
ご覧下さい。

社会保険料控除の対象は、令和 6 年中に支払った保
険料のため、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」に記載されている月分以外でも、令和 6 年 12
月 31 日までの間に支払った保険料は申告できます。
ただし申告の際には後から納付した分の「領収書」
の添付が必要です。

①全額を納めた年に控除（前納額をまとめて申告する場合）
各年に分割された控除証明書（最大3年分3枚）は切り離さず、全て申告してください。

②各年分の保険料に相当する額を各年に控除（複数年に分けて申告する場合）
各年に分割された控除証明書のうち、令和6年分を切り離して申告してください。

令和６年分  社会保険料 （国民年金保険料）
控除証明書の発行について

控除証明書が届かない、き損、紛失
などのお問い合わせはこちらまで

ねんきん加入者ダイヤル
   ☎0570・003・004 （ナビダイヤル）

帯広年金事務所 
   ☎0155・25・8113

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の送付時期

電子データの控除証明書 これから納付する保険料は？

国民年金保険料を 13 カ月以上前納した方の社会保険料控除

年末調整や確定申告まで大切に保管を！

納めた国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です

※都合により変更する場合がありますEvent

　

　サンタさんと一緒に、楽しいひとときを過ごしま
せんか？

日 時    12 月 20 日（金）
午前 10 時～ 11 時 30 分

場 所　学童保育所　　　　　
対　　象　未就学のお子さんと保護者（町内在住）

定　　員　10 組
内　　容　歌・遊戯・ゲーム
申込締切　12 月６日（金）
申　　込　上記係まで

子育て支援センター クリスマス会
子育て支援センター　☎ 66•1165

　映画でクリスマスのお話を楽しみましょう♪
　図書館で子ども向けの映画を上映します。冬の季
節にぴったりな演目を予定していますので、親子で
心温まるお話を聞きながら図書館で過ごしてみませ
んか？入場は無料、途中の入退出も自由です。申し
込みは不要ですので当日会場へ直接お越しください。

日 時    12 月 14 日（土）
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

場　　所　図書館２階・視聴覚室　　　　
対　　象　幼児・児童、保護者
問  合  せ　上記係まで

クリスマス映画会
社会教育課 図書館係　☎ 69•7170

　新しい年の訪れを祝い、「新年交礼会」を開催し
ます。入場は無料ですので、多数の方のご来場を
お待ちしています。

日 時    令和７年１月６日（月）　午前 11 時
場　　所　町民ホール　　　
参  加  費　無料

新年交礼会
総務課 総務係　☎ 66•2311

　鹿追町内の小学生を対象とした鑑賞と工作のイベントです。
　第５回は、陶芸工作館とのコラボレーション企画として、ユニークな取っ手のマグカップ作りを行
います。冬休みの思い出に、お友だちと一緒にマグカップ作りに挑戦してみませんか？
　皆さんのご参加をお待ちしています！

日 時　令和７年１月９日（木）  午前 10 時～正午
場 所　町民ホール　 陶芸工作館
講 師　日本工芸会　三上 慶耀さん
持 ち 物　エプロン、筆記用具、掃除用タオル＆ふくろ、参加料
参 加 料　500 円（当日集めます）
定 員　24 人（先着順）
申込受付　アート･キッズ 会員先行：12 月 20 日（金）～ 12 月 26 日（木）
　　　　　 一般申込：12 月 24 日（火）～ 12 月 26 日（木）
　　　　　　※受付時間はいずれも午前９時～午後５時
申込方法　美術館まで電話 ･FAX･ メールにてお申し込み下さい

（Tel：66･1555　Fax：67･7855　Mail：office@kandanissho.com）

アート・キッズ・クラブ　「マイカップを作ろう！」
社会教育課 神田日勝記念美術館係　☎ 66•1555

美術館 HP

令和6年中(令和6年1月1日から令和6年9月30日まで)に納付された
国民年金保険料の額は、次のとおりであることを証明します。

証 明 日

被保険者氏名

印歳入徴収官　厚生労働省年金局事業管理課長

住 所
4 5 6 7 8 9 10 11 121 2 3

納付対象月

  納付済保険料の証明額①納付済額
円

  10月1日から12月31日までに
  納付が見込まれる保険料額

①納付済額＋②見込額
（②見込額がある場合に表示）

円

③合計額

月
年

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書  

【令和6年中の納付済保険料額】

 

切
り
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。令 和 6 年 1 0 月 1 日

納付状況の内訳

●「済」は令和6年中に納付した月を、「見」は令和6年中に納付が
見込まれる月を示しています。

親　展

料金後納
郵　便

 (国民年金保険料)

　
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
の
際
は
、
こ
こ
か
ら
切
り
取
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

重 要

差出人 〒168-8505
東京都杉並区高井戸西3丁目5番24号

宛先不明の場合の返送先

社会保険料控除（年末調整・確定申告）を申告される方へ

●「③合計額」を申告してください。
「③合計額」に記載がない方は、「①納付済額」を申告してください。
●10月1日から12月31日までに、「納付状況の内訳」欄に「済」又は
「見」が表示された納付対象月以外の保険料を納付した場合は、
控除証明書に加えて領収証書を添付のうえ、合算して申告してください。

令和6年1月1日から令和6年9月30日までに
納付した保険料額です。

年末調整・確定申告で必要になる大切なお知らせです。

➡

※上のマークは目の不自由な
方のための音声コードです。

②見込額 音声コード

円

以下の場合は表示されません。
・国民年金第１号被保険者ではない場合
・令和7年3月または令和8年3月までの
保険料を前納している場合
・令和6年4月から8月分の保険料に未納
期間がある場合（口座振替者・クレジ

　　ット納付者を除く）　  など

　　 開封前にもう一度あて名をご確認ください
　　　他人あての郵便物が届いた場合は、お手数ですが開封せず「誤配達」
　　　と記入し、郵便ポストに投函してください。
⚠

〒

●口座振替による納付の場合、11月分保険料（口座振替の早割の方は
12月分保険料）は、翌年の第1営業日が口座振替日のため、翌年分
の控除対象です。

社会保険料 控除証明書

ご本人様控

①納付済額

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
被保険者氏名
基礎年金番号

納付状況の内訳

　納付済保険料の証明額

円

円

申告年分 証明額円
令和6年中（令和6年1月1日から令和6年9月30日まで）の納付済保険料額

円

社会保険料(国民年金保険料)
控除証明書

被保険者氏名

証明日：令和6年10月1日
令和6年中の納付済保険料額

 各年に申告する場合の証明額

 歳入徴収官
 厚生労働省年金局事業管理課長

社会保険料(国民年金保険料)
控除証明書

被保険者氏名

証明日：令和6年10月1日
令和6年中の納付済保険料額

 各年に申告する場合の証明額

 歳入徴収官
 厚生労働省年金局事業管理課長

②見込額 　10月1日から12月31日までに
　納付が見込まれる保険料額 円

③合計額 　①納付済額＋②見込額
　（②見込額がある場合に表示） 円

社会保険料(国民年金保険料)
控除証明書

被保険者氏名

証明日：令和6年10月1日
令和6年中の納付済保険料額

 各年に申告する場合の証明額

 歳入徴収官
 厚生労働省年金局事業管理課長

各年に分けて申告する場合の証明額

●「済」は令和6年中に納付した月を示しています。

社会保険料控除の申告の際は、 
ここから切り取ってご使用ください 。 

印印 印印 印印

2410 1034 003

月
年

納付対象月

①納付済額 円

②見込額 円

③合計額 円

①納付済額 円

②見込額 円

③合計額 円

 申告年分 証明額
円

 申告年分 証明額
円

 申告年分 証明額
円

1  2  3 4  5  6 7  8  9 10  11  12

①納付済額 円

②見込額 円

③合計額 円

控除証明書に関するお問い合わせは
『控除証明書相談チャット（24時間対応）』へ

　控除証明書に関するお問い合わせに自動で　　
　お答えする相談チャットを開設しています。
 右の二次元コードよりぜひご利用ください。
　（https://www.nenkin.go.jp/service/seidozenpan/      
　chatbot.html）

二次元

コード

宛先不明の場合の返送先

〒

●「見」は令和6年中に納付が見込まれる月を示して
います。

上／A４版
下／はがき版

見 本
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17日（火）
18日（水）

19日（木）

20日（金）

21日（土）

22日（日）
23日（月）
24日（火）
25日（水）
26日（木）

27日（金）
28日（土）
29日（日）
30日（月）
31日（火）

1日（日）
2日（月）
3日（火）

4日（水）

5日（木）
6日（金）

7日（土）

8日（日）
9日（月）
10日（火）
11日（水）

12日（木）

13日（金）

14日（土）

15日（日）

16日（月）

■赤ちゃんと幼児のおはなし会（図書館 10:30）
■歳末地域安全特別巡回（町内一円 10:30）
■18カ月児･3歳児健診・4歳児フッ素塗布（ト
リムセンター 13:00）■移動図書館車巡回（もみ
じの里 15:00）■道新鹿追エッセー教室（町民ホー
ル 19:00）
■ヌプカウシ白寿大学祭（町民ホール 10:00）
■子育て支援センタークリスマス会（学童保育所 
10:00）■移動図書館車巡回（瓜幕団地 15:00/瓜幕
支所 15:20）
■鹿追町地域子ども会クリスマスおたのしみ会

（ピュアモルトクラブハウス 12:00）■ピュアモル
トクラブ酔わNight2024（ピュアモルトクラブハ
ウス 17:00）
■ウィンターコンサート2024（町民ホール 14:00）

■3カ月児･4カ月児相談（トリムセンター 9:30）

■冬休みはりきりクッキング教室（トリムセンター 
13:30）
■はじめましての日（子育て支援センター 13:00）

■ ト ラ ン ポ リ ン の 日（ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 
11:00/13:30）
■赤ちゃんと幼児のおはなし会（図書館 10:30）
■特設人権相談所（町民ホール 13:00）■24カ月
児･30カ月児相談（トリムセンター 13:00）■お
ひざだいすき!!［24カ月児対象］（トリムセンター 
13:00）
■移動図書館車巡回（もみじの里 15:00）
■おっぱい相談会（トリムセンター 9:30）■赤ちゃ
んの日（子育て支援センター 10:00）■移動図書
館車巡回（瓜幕団地 15:00/瓜幕支所 15:20）
■認定こども園しかおい発表会（町民ホール 8:45）
■第4回アート・キッズ・クラブ［おかしなミニ
傘を作ろう！］（町民ホール 13:30）
■第22回日勝祭（神田日勝記念美術館 15:30）

■誕生会（子育て支援センター 10:00）
■2024年度コレクション展Ⅱ 「牛馬は何を語るの
か？」（神田日勝記念美術館）〜 4月上旬
■からだすっきり体操教室（トリムセンター 
10:00） ■６カ月児･12カ月児健診（トリムセン
ター 13:00） ■おひざだいすき!!［6カ月児対象］（ト
リムセンター 13:00）
■未就園児園開放日（子育て支援センター 9:50）
■ヌプカウシ白寿大学（町民ホール 10:00）■パ
パとあそぼう‼にこにこ子育て交流会（トリムセ
ンター 18:30）
■鹿追焼マグカップ市プラス（道の駅しかおい 
10:00）■クリスマス映画会（図書館 10:30）
■変動する大地と暮らしセミナー（町民ホール 
14:00）
■スマホよろず相談会（ウリマックホール 10:30）

 役場庁舎  ☎ 66・2311
● 戸籍住民窓口時間延長  …  水曜日 19：00まで（予約制）
● マイナンバーカード窓口  …  上記並びに毎月第3土曜（予約制）

トリムセンター  ☎ 66・1311
●  トリムセンターでの健康相談  …  随 時（事前にご連絡ください）

 子育て支援センター  ☎ 66・1165
● 赤 ち ゃ ん の 日  …  月１回10：00 〜 11：30
● はじめましての日  …  月１回13：00 〜 17：00
● 未就園児園開放日  …  年10回 9：50 〜 11：30

 うりまく夢創造館  ☎ 67・2111
● 開館日  …  毎週 木•金•土曜日 9：00 〜 16：00 

 国保病院  ☎ 66・2031
●  診療のお知らせ  … 18ページに掲載
●  救急診療  …  毎日いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG予防接種  …  第2火曜日 15：00 〜 16：00
● MR･4種混合ワクチンなどの予防接種  …  水曜日 13：00 〜 15：00
　 ※ ワクチンの予約は接種日の１週間以上前にお願いします。

 図書館  ☎ 69・7170
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00まで 
● 赤ちゃん・幼児のおはなし会  …  第1・3水曜日 10：30
　 ※ こども園・小中学校への移動図書館車巡回の予定はホーム

ページに掲載しています。

※都合により変更となる場合があります

12月のカレンダー

●
総
合
内
科
・
消
化
器
内
科
診
療

   

担　
　

当
／
林　

修
也 

院
長

●
一
般
外
科
・
消
化
器
外
科
診
療

   

担　
　

当
／
白
山
真
司 

副
院
長

●
総
合
内
科
診
療

   

担　
　

当
／
齋
藤
さ
や
か 

医
師

　

※
非
常
勤
・
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
眼
科
診
療

　
　
　
　
　

12
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）

　

検　
　

査
／
午
後
３
時
〜　

　

診
療
時
間
／
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

担　
　

当
／
ひ
か
り
眼
科
院
長

●
泌
尿
器
科
診
療

　
　
　
　
　             

12
月
3
日（
火
）

　

診
療
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

担　
　

当
／
帯
広
協
会
病
院 

泌
尿
器
科
医
師

●
脳
神
経
内
科
診
療

　
　
　
　
　

             

12
月
16
日（
月
）

　

診
療
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

　

担　
　

当
／
北
斗
病
院 
脳
神
経
内
科
部
長

●
皮
膚
科
・
形
成
外
科
診
療

　
　
　
　
　

          

12
月
9
日（
月
）

　

診
療
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

            

毎
週
水
曜
日（
休
診
日
を
除
く
）

　

実
施
時
間
／
午
後
１
時
〜
３
時

　

担　
　

当
／
当
院
の
齋
藤
医
師
が
対
応

 ご注意ください　　　　　　　
①内科・外科の医師は院外診療で

　  不在になる場合があります。

  ②かぜ症状（発熱・頭痛・せき・鼻水
     など）のある方は、来院前に必ず
     当院までお電話ください。

詳しくは HP を
ご覧ください

暮
ら
し
に
役
立
つ
豆
知
識

商
工
観
光
課 

☎
66
・
４
０
３
４

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

『
気
軽
に
稼
げ
る
』『
簡
単
に
儲
か
る
』な
ど
の

　
　
　
　

  

副
業
ト
ラ
ブ
ル
に
は
気
を
付
け
て
！

●
注
意
ポ
イ
ン
ト

・「
気
軽
に
稼
げ
る
」「
簡
単
に
儲
か
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
広
告
は
詐
欺
の 

　
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
鵜
呑
み
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
相
手
方
に
安
易
に
個
人
情
報
を
開
示
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
金
を
稼
ぐ
は
ず
が
振
込
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど 

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
で
の
消
費
生
活
相
談
を
24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平
日
・
日
中
は
忙
し
い
、電
話
や
対
面
で
は
相
談
し
づ
ら
い
、困
っ
て

い
る
が
顔
や
名
前
を
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
場
合
は
、ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ご相談は
こちらから

鹿
追
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、過
去
に
掲
載
し
た
記
事
の
詳
し
い
情

報
や
事
例
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

過去の
掲載情報

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
広
告
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
な
ど
で「
い

い
ね
を
押
す
だ
け
」
や
「
ス
タ
ン
プ
を
送
る
だ
け
」
な
ど
の

簡
単
な
作
業
で
稼
げ
る
と
い
う
副
業
に
応
募
し
た
。

し
か
し
、
報
酬
を
得
る
た
め
に
は
先
に
お
金
を
振
り
込
む
必
要
が
あ
る
と

言
わ
れ
、
指
示
ど
お
り
振
り
込
ん
だ
が
、
結
局
報
酬
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

こんな
 事例が!今

月
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
来
町
相
談
が
あ
り
ま
す
。

相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
／
12
月
25
日
（
水
）　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

場　

所
／
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

相
談
員
／
上
村 

正
子
さ
ん

消費生活相談

☎66•2031

国保病院からの
お 知 ら せ12 月診療のご案内

日
 1

8

15

22

29

土
 

7

14

21

28

金
 

6

13

齋藤医師午後休診

20

齋藤医師午後休診

27

木

5

12
夜間診療

眼科

19

26
夜間診療

眼科

水

4
小児ワクチン

11
小児ワクチン

18
小児ワクチン

25
小児ワクチン

火
 

3
泌尿器科

齋藤医師午後休診

10

17

24

31
（休診）

月

2

9
皮膚科・形成外科

齋藤医師休診

16
脳神経内科

齋藤医師午後休診

23

30
（休診）
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保健福祉課（トリムセンター内）   ☎ 66・1311   F66・1818

健 幸 福 祉 の ページ

国保医療係
鹿追町国民健康保険
　マイナ保険証について

今年の 12 月２日に、現行の健康保険証は
新たに発行されなくなり、「マイナ保険証」
を基本とする仕組みに移行します。
まだ切り替えがお済みでない方も、申請不
要で届けられる「資格確認書」で保険診療
を受けられます。ご安心ください。

下記の対応となります。
保険証の新規発行・再発行は行えません。

①すでにマイナンバーカードの保険証利用（以下「マイナ保険証」）の登録を行っている方
　マイナンバーカードを提示することで、医療機関・薬局などの受診が可能です。

②マイナ保険証の登録を行っていない、またはマイナンバーカード自体をお持ちでない方
　お手元にある紙の国民健康保険証（緑色）は、有効期限（令和７年７月31 日）まで利用できます。
　また申請不要で、「資格確認書」を送付します（令和７年７月頃を予定）。そちらを提示することで、
　引き続き医療機関を受診できます。

③新たに後期高齢者になる方
　申請不要で、「資格確認書」を送付します（令和７年７月まで）。

マイナンバーカードを取得する
マイナンバーカードの申請方法
① オンライン申請
　 （パソコン・スマートフォン）
② 郵便による申請
③ 役場 戸籍年金窓口での申請

１
申請についての
詳細はこちら

マイナンバーカードを保険証として登録
利用登録の方法
① 医療機関・薬局の受付
　 （カードリーダー）
② マイナポータル
③ セブン銀行 ATM

２
マイナポータル
アプリのダウン
ロードはこちら

まだ、マイナ保険証をお持ちでなくても、まだ、マイナ保険証をお持ちでなくても、

　　　  これまでどおりの医療を、あなたに。　　　  これまでどおりの医療を、あなたに。

今から使おう！
マイナ保険証

マイナンバーカードの保険証登録を行うことで「マイナ保険証」として利用でき
るほか、「マイナ保険証」にはさまざまなメリットも！（詳細は次ページ）

「マイナ保険証」として利用するには、マイナンバーカードを取得後、医療機関・
薬局の受付（カードリーダー）やマイナポータル、セブン銀行 ATM から登録する
必要があります。※利用登録を行っているかどうかはマイナポータルから確認できます。

「鹿追町国民健康保険」加入者のうち、「マイナ保険証」登録者は 803人 ［60.8％］   
※令和６年９月時点   

マイナンバーカードを保険証として利用するための準備

「マイナ保険証」を使って医療機関を
受診するとこんなメリットが！

医療機関などで高額な医療費
が発生する場合でも、窓口で
高額療養費制度の限度額を超
えた額を一時的にご自身で支
払ったり、限度額適用認定証
の書類申請の手続きをする必
要がなくなります。

過去のお薬情報や健康診断の
結果などを提供できるため、 
より適切な医療を受けられます。

就職や転職、引越しをしても、
新しい保険証の発行を待つこ
となく、マイナ保険証として
そのまま使うことができます。

高額療養費の手続きが
省略できる

データに基づいた
より良い医療が受けられる

健康保険が変わった場合
でもそのまま利用できる

国保医療係
後期高齢者医療制度
　医療費のお知らせについて

対象期間に医療機関などを受診したすべての被保険者の皆さまへ、診療日数や医療費な
どの内訳をお知らせするものです。健康管理の重要性をより強く意識していただくこと
を目的に、「医療費のお知らせ（医療費通知）」を、年に２回、ハガキで送付しています。

受診年月 診療を受けた医療機関名称等 診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額 食事療養・生活療養費
回数 費用額 標準負担額

令和 6 年 1 月 　 ○○病院 医科外来 1 18 000 1 800

令和 6 年 2 月 　 ××薬局 調剤 1 10　　000 1 000

令和 6 年 3 月 　 △△病院 医科入院 5 202 000 20 200 15 11 490 6 900

合　計 230 000 23 000 11 490 6 900

便利で安全なマイナ保険証への
切り替えをご検討ください！厚生労働大臣が定める特定疾病（人工腎臓を実施する慢性腎不全など）

の方に交付される「特定疾病療養受療証」については、引き続き申請
により令和６年12月２日以降も交付します。

特定疾病療養受療証について

マイナ保険証を保有の有無にかかわらず、転職・転居などにより鹿追町
国民健康保険を加入・脱退される場合は、これまでどおり、加入・脱退の
手続きが必要です。トリムセンター窓口へお申し出ください。

ご注意ください

「医療費のお知らせ」を活用しましょう
診療日数や医療費などに間違いがないか確認するとともに、医療費
の推移や健康状態を把握することで自身の健康管理に努めましょう。

「医療費のお知らせ」とは？

医療費控除の申告について
医療費控除の申告手続きで医療費の明細書として使用することがで
きます。医療費控除の申告に関することは、税務署にお問い合わせ
ください。

発送予定月 対象診療月

令和 7 年
１月 （上旬）

令和６年
１月〜９月

令和 7 年
２月 （下旬）

令和６年
10 月〜 12 月

令和6年12月2日以降の対応

▼「マイナ保険証」や「医療費のお知らせ」のお問い合わせはこちらまで
　　　　　　　　　　       保健福祉課 国保医療係 ☎ 66・1314
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ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
認
定
審
査

ロ
ー
〟
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
来
年
度

が
再
認
定
審
査
の
年
で
す
。
審
査
を
効
果

的
な
も
の
と
す
る
に
は
、
地
域
の
資
源
・

遺
産
や
、
課
題
に
つ
い
て
地
域
で
気
付
き
、

話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
先

日
開
催
し
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
古
澤
事
務
局
長
を
迎
え
て
の「
住

民
主
体
の
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
参
加
者
か
ら
地
域
の

宝
に
つ
い
て
率
直
な
話
が
た
く
さ
ん
出
て
、

ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
地
域
は
、
前

回
審
査
時
か
ら
の
活
動
の
進
展
に
つ
い
て

４
年
に
一
度
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

の
再
認
定
審
査
を
受
け
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー

ク
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
状
態
に
あ
る
場

合
、
前
回
審
査
時
の
指
摘
事
項
や
新
た
に

見
つ
か
っ
た
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
が
見

ら
れ
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
通
称
「
イ
エ

ロ
ー
カ
ー
ド
」
と
し
て
緊
急
の
改
善
を
求

め
ら
れ
、
４
年
後
で
は
な
く
、
２
年
後
に

再
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
審
査
の
仕
組
み
は
、
よ
り
良
い
活
動
を

生
み
出
す
た
め
の
も
の
で
す
。

　
審
査
の
基
と
な
る
現
地
調
査
を
担
当
す

る
の
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
と
全

国
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
か
ら
選
ば
れ
た

現
地
調
査
員
で
す
。
調
査
で
は
、
審
査
を

受
け
る
地
域
と
現
地
調
査
員
の
間
で
、
活

動
の
状
況
や
問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の
場
で
活
動
状
況

や
問
題
点
が
き
ち
ん
と
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
、

的
外
れ
な
指
摘
を
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。あ
る
い
は
、さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
、

経
験
を
持
つ
調
査
員
に
力
を
借
り
て
、
よ

り
良
い
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
り
ま
す
。
仮
に
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
と
な
っ
て
も
、
活
動
を
改
善
す
る
大
き

な
契
機
と
な
る
の
で
〝
ハ
ッ
ピ
ー
イ
エ

ＨＰ

■
問
合
せ　
と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
）

☎
67
・
２
０
８
９

10 月 26 日開催「住民主体の地域づくり」
セミナーの様子

募集種目 応募資格 受付期間 試   験   日

自衛官候補生

18 歳以上 33 歳未満の方

※ 32 歳の方は、採用予定月
の末日現在、33 歳に達して
いない方

随時受け付けています 受付時にご案内します

高等工科学校
生徒

一般試験

15 歳以上 17 歳未満の男子

※平成 20 年 4 月 2 日から平
成 22 年 4 月 1 日までの間に
生まれた方

10月1日（火）〜
令和７年1月16日（木）

1次試験：令和７年１月25日（土）
2次試験：令和７年２月16日（日）
※試験会場／帯広市内

自衛隊帯広募集案内所
帯広市西５条南 14 丁目 13  NC サウスビル    ☎ / Ｆ 0155•23•8718

募集案内所 E-mail地本 HP
※自衛官候補生については、応募資格の年齢が採用時期によって異なります。
　詳しくは下記のいずれかにお問い合わせ下さい。

自衛官などを募集します

火の用心

安心・安全な暮らしのために

消消防防トトピピッッククスス

とかち広域消防局 鹿追消防署

▼鹿追町ホームページ▼

【くらしの情報】防災・事故・消防の項目に鹿追

消防署・鹿追消防団のページを開設し、生活安心

情報など拡充していますのでご覧下さい。

▼とかち広域消防事務組合ホームページ▼

十勝の消防行政に関する情報などが掲載されてい

ますのでご活用ください。

全国統一防火標語

守守りりたたいい

未未来来ががああるるかからら

火火のの用用心心

■■
年年
末末
年年
始始
もも
火火
のの
用用
心心
！！

年
末
年
始
は
、
火
気
を
扱
う
機
会

が
増
え
る
た
め
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
休
日
が
多

い
こ
と
か
ら
、
家
を
留
守
に
す
る
こ

と
や
、
事
業
所
も
無
人
に
な
り
が
ち

で
す
。
無
火
災
で
年
末
年
始
を
過
ご

す
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

各各
家家
庭庭
でで
注注
意意
すす
べべ
きき
ここ
とと

●
外
出
時
や
寝
る

前
に
は
、
必
ず

火
の
元
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●
ソ
フ
ァ
ー
や

布
団
で
の
寝
た
ば

こ
は
大
変
危
険
で
す

か
ら
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
ラ
イ
タ
ー
等
に
よ
る
子
ど
も

の
火
遊
び
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

各各
事事
業業
所所
でで
注注
意意
すす
べべ
きき
ここ
とと

●
飲
食
店
等
、
人
の
出
入
り
の
多
く
な

る
事
業
所
で
は
、
繁
忙
の
た
め
に
火

に
対
す
る
注
意
が
疎
か
に
な
り
が
ち

で
す
。
防
火
体
制
を
強
化
し
、
避
難

誘
導
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

●
年
末
年
始
が
休
日
に
な
る
事
業
所
で

は
、
定
期
的
に
異
常
が
な
い
か
確
認

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年年末末のの大大掃掃除除でで火火災災予予防防！！！！

①①ココンンセセンントト部部分分ののほほここりりをを取取りりままししょょうう。。

ルーター周りや暖房ボイラー周りのコンセントのほ

こりは電気火災の原因になりますので、年末大掃除の際に清

掃しましょう。

②②台台所所ココンンロロのの油油汚汚れれをを取取りりままししょょうう。。

コンロ本体はもちろん、コンロ周りの側壁・換気扇やコン

ログリル内の油汚れは油火災の原因になりますので清掃を行

い火災を未然に防ぎましょう。

●●
事事
前前
のの
対対
策策

①

住
ま
い
の
耐
震
性
を
確
保
す
る

②

家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策
を
行
う

③

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る

④

ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
機
器
の
周
辺
は

整
理
整
頓
し
、
可
燃
物
を
近
く
に
置

か
な
い

⑤

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
使
用
方

法
に
つ
い
て
確
認
す
る

⑥

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑦

地
震
直
後
の
行
動
に
つ
い
て
平
時
か

ら
玄
関
等
に
表
示
し
、
避
難
時
に
確

認
で
き
る
よ
う
に
す
る

●
地地
震震
直直
後後
のの
行行
動動

①

停
電
中
は
電
化
製
品
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
と
と
も
に
、
電
源
プ
ラ
グ
を
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く

②

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

か
ら
の
油
漏
れ
の
有
無
を
確
認
す
る

③

避
難
時
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

●
地地
震震
かか
らら
しし
ばば
らら
くく
しし
てて

①

ガ
ス
機
器
、
電
化
製
品
及
び
石
油
器

具
の
使
用
を
再
開
す
る
と
き
は
、
機

器
に
破
損
が
な
く
燃
え
や
す
い
も
の

が
な
い
か
確
認
す
る

②

再
通
電
後
は
、
し
ば
ら
く
電
化
製
品

に
異
常
が
な
い
か
注
意
す
る
こ
と

●
そそ
のの
他他
日日
頃頃
かか
らら
のの
対対
策策

①

自
分
の
地
域
で
の
地
震
火
災
に
よ
る

影
響
を
把
握
す
る

②

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
等
へ
参
加

す
る

③

地
域
の
防
災
訓
練
へ
参
加
す
る
な
ど

し
、
発
災
時
の
対
応
要
領
の
習
熟
を

図
る

■■
地地
震震
火火
災災
をを
防防
ぐぐ
ポポ
イイ
ンン
トト

①

寝寝
たた
ばば
ここ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い

②

スス
トト
ーー
ブブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
、
近
づ
け
な
い

③

ココ
ンン
ロロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を

離
れ
な
い

④

ココ
ンン
セセ
ンン
トト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

①

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト

ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安安
全全
装装
置置
の
付

い
た
機
器
を
使
用
す
る

②

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住住
宅宅

用用
火火
災災
警警
報報
器器
を
定
期
的
に
点
検
し
、

１
０
年
を
目
安
に
交
換
す
る

③

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び

カ
ー
テ
ン
は
、
防防
炎炎
品品
を
使
用
す
る

④

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消消
火火
器器
等等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く

⑤

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

避避
難難
経経
路路
とと
避避
難難
方方
法法
を
常
に
確
保

し
、
備
え
て
お
く

⑥

防
火
・
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地地
域域
ぐぐ
るる
みみ
のの

防防
火火
対対
策策
を
行
う

●●
４４
つつ
のの
習習
慣慣

●
６６
つつ
のの
対対
策策

■■
いい
のの
ちち
をを
守守
るる

のの

ポポ
イイ
ンン
トト

１０

このページは、とかち広域消防局 鹿追消防署が発行した原文のまま掲載しています。
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 『 

深
呼
吸
を
す
る
然
別
湖 

』

写真・文／然別湖ネイチャーセンター
https://www.nature-center.jp

Lake SHIKARIBETSU

しかりべつ湖

も
、
木
々
が
冬
の
眠
り
に
つ
き
だ
す
と
そ

の
香
り
が
薄
ま
り
、
澄
ん
だ
冬
の
匂
い
だ

け
に
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
時
折
、
木
の
枝
に
積
も
っ
た
雪
が
そ
の

重
み
で
粉
砂
糖
を
ふ
る
か
の
よ
う
に
落
ち

て
く
る
の
が
、
こ
っ
く
り
こ
っ
く
り
と
居

眠
り
を
し
て
は
目
を
覚
ま
す
仕
草
に
も
見

え
、
ゆ
っ
く
り
と
冬
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
湖
は
夏
の
日
差
し
に
温
め
ら
れ
た
水
温

も
、
冴
え
わ
た
る
星
空
が
そ
の
熱
を
上
空

に
奪
い
、
湖
水
は
岸
近
く
か
ら
凍
り
だ
し

て
い
き
ま
す
。
氷
の
成
長
は
一
様
で
は
な

く
、
風
の
向
き
や
風
速
、
雪
や
気
温
に
よ
っ

て
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
日
々
、
湖
面
を

見
つ
め
て
い
る
と
「
今
年
は
じ
っ
く
り
と

凍
っ
て
い
く
な
」「
今
年
は
一
気
に
凍
っ
た

な
」
と
氷
を
作
り
出
す
お
天
道
様
の
年
毎

の
気
分
の
変
化
が
目
に
見
え
て
分
か
り
面

白
い
で
す
。
さ
て
今
年
は
ど
の
よ
う
な
凍

り
方
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

年
に
よ
り
湖
の
全
面
結
氷
す
る
日
は
２
週

間
ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
で
す
が
、
年
末
ま

で
に
は
湖
水
面
は
氷
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
の
予
想
に
は
少
し
希
望

的
観
測
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

湖
水
面
の
氷
の
厚
さ
次
第
で
冬
季
間
に
然

別
湖
氷
上
で
開
催
さ
れ
る
『
然
別
湖
コ
タ

ン
』
に
関
係
し
て
く
る
か
ら
で
す
。
12
月

に
結
氷
し
、
そ
の
厚
み
を
ど
ん
ど
ん
増
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
。
然
別
湖
と
の
共
作
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
イ
ベ
ン
ト
な
の

で
、「
ど
う
ぞ
凍
れ
が
来
ま
す
よ
う
に
」
と
、

空
に
湖
に
手
を
合
わ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
然
別
湖
で
は
、
ヒ
ト
の
動
き
も
野
生
の

生
き
物
た
ち
の
動
き
も
と
て
も
静
か
な
12

月
で
す
が
、
じ
っ
く
り
と
準
備
を
す
る
、

季
節
の
移
ろ
い
を
ゆ
っ
く
り
と
身
体
で
感

じ
て
い
く
、
大
切
な
時
季
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
師
走
に
入
る
と
ヒ
ト
は
何
か
と
大
忙
し

で
す
が
、
然
別
湖
は
本
格
的
な
冬
の
到
来

に
向
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
深
呼
吸
を
繰
り

返
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
気
温
は
寒
い
日
、
暖
か
い
日
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
最
低
気
温
を
徐
々
に
更
新
し

て
い
き
、
降
る
雪
は
日
中
に
融
け
て
し
ま

う
量
が
減
り
次
第
に
根
雪
へ
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　
夏
に
は
木
々
の
香
り
が
濃
く
感
じ
た
森

アザラシのアニュー

図書館員のオススメ

図書館NEWS
TEL•FAX 69•7170

今月の新着 238 冊の中から９冊を紹介！

乳
幼
児
向
け

学
生
向
け

一
般
向
け

パンどろぼうとりんごかめん／柴田 ケイコ
がたんごとんがたんごとん／安西 水丸

新着リスト X

YouTubeFacebook

お ま と め Q R コ ー ド

をご覧いただけます！

あずみ虫／文・絵

《小学生向け》 
すみっコぐらしことばずかん／サンエックス株式会社
ジュディ★モード、女王さまになる!? ／メーガン・マ
クドナルド

シルバー川柳 ワシだって財布の中はキャッシュレス
／ポプラ社
よむよむかたる／朝倉 かすみ
妄想講義／「次世代の教科書」編集部

《中高生向け》 
最新のスポーツ科学で強くなる! ／後藤 一成
灯／乾 ルカ毎月第1・3水曜（午前10時30分〜11時）、ボランティ

アサークル「もみじ」の皆さんによるおはなし会を
実施しています。楽しい絵本や紙芝居を用意してお
待ちしていますので、ぜひ親子でお越しください。

赤ちゃんに絵本を読み聞かせします！
～赤ちゃんと幼児のおはなし会～

かわいい表紙からほのぼのとし
た内容を想像しますが、野生動
物が生まれてからの数カ月での
独り立ちがテーマです。生まれて十年、二十年と親
元にいる現代の人間社会と比べて、厳しい大自然の
中で生きていく野生動物たちのたくましさにあらた
めて気がつかされるものがありました。ぜひ親子で
読んでみてはいかがでしょうか。

破れない厚紙絵本。小さな子も安心して読めます !

9 月に町民ホールで講演した『鹿女』の中村麻矢さんも執筆 !

年末年始の休館日／12月29日（日）～１月３日（金）
年明けは１月４日（土）より開館します。
2025年も素敵な本と出合えますように！

年末年始のお知らせ

　　す
リサイクル
Q a n d A

町民課 住民生活係
☎66•4031

ひまわりセンターの金属類受入場所において、下記の写真のとおり
スキー板やプラスチック製風呂フタなどのごみが不当に捨てられていま
した。間違って排出してしまった方は、左記係までご連絡ください。

持ち込みごみ、
ルールを守ってひまわりセンターへ ! 

■ひまわりセンターへの直接搬入方法
ひまわりセンターの職員に必ず声をかけて、受入の可否を
確認してください。
事前相談については、上記係までご連絡ください。

■搬入受付日時
月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
午前９時～午後５時

決められた場所以外にごみを放置しないでください

それは不法投棄です！
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今月の
表 紙今

月
号
の
表
紙
は
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で

生
活
し
て
い
る
鹿
追
高
校
生
の
皆
さ
ん
で

す
。今

年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
で
の
生
活
。
初
め
て
の
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
皆
さ
ん
、
仲
間
と
楽
し
く
生
活
し
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
鹿
追
で
の
３
年

間
の
学
生
生
活
、
思
う
存
分
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
ね
！

　

武者　信夫さん　　86歳

秋元惠美子さん　　76歳

いついつまでも
　  おしあわせに

なし

戸籍の窓口
町民課 戸籍年金窓口係 ☎66・4031

結  婚

こんにちは
　  よろしくね出  生

ごめいふくを
　  お祈りします死  亡

人 の う ご き
10月末現在（外国人を含む）

　世   帯　2466戸 （±   0）
　人   口　4939人 （− 11）
　   男　　2407人 （−   5）
　   女　　2532人 （−   6）

 ※対前月比

10 月受付分

谷岡　倫
りんじゅ

寿くん

林　　楓
かえで

　くん

　

大
型
連
休
が
始
ま
っ
た
。
楽
し
い
体
験
を
求
め
、
あ
こ
が
れ
の
地
に
旅

立
つ
人
人
で
混
雑
す
る
空
港
や
駅
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が
ら
、

さ
あ
出
掛
け
よ
う
、
私
も
、
異
次
元
と
出
会
う
旅
へ
。
目
的
地
は
帯
広
美

術
館
。「
悠
久
の
時
を
旅
す
る
・
星
野
道
夫
写
真
展
」
を
観
る
た
め
に
。

　

す
で
に
多
く
の
星
野
フ
ァ
ン
で
い
っ
ぱ
い
の
館
内
。
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ

れ
た
撮
影
許
可
の
「
青
い
背
景
の
中
に
白
熊
が
写
っ
た
作
品
」
に
カ
メ
ラ

を
向
け
て
い
た
ら
、満
面
の
笑
み
で
近
づ
い
て
き
た
女
性
が
「
シ
ャ
ッ
タ
ー

押
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
嬉
し
く
な
っ
た
私
は

す
ぐ
に
白
熊
の
隣
に
立
ち
カ
メ
ラ
に
収
ま
っ
た
。
星
野
フ
ァ
ン
は
皆
人

懐
っ
こ
い
。
会
場
に
い
る
全
て
の
人
が
友
達
の
よ
う
に
思
え
る
。

　

写
真
家
・
星
野
道
夫
と
の
出
会
い
は
、
二
十
年
近
く
前
の
こ
と
。
然
別

湖
畔
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
氷
の
美
術
館
で
の
写
真
展
。
星
野
さ
ん
の

全
て
の
写
真
が
私
を
別
世
界
へ
誘
っ
た
。
極
北
の
地
・
ア
ラ
ス
カ
で
暮
ら

す
人
達
。
セ
ス
ナ
機
上
か
ら
撮
影
さ
れ
た
大
パ
ノ
ラ
マ
の
カ
リ
ブ
ー
の
大

移
動
。
雪
原
を
歩
く
親
子
熊
。
朽
ち
か
け
た
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
の
ト
ー
テ
ム

ポ
ー
ル
。
短
い
夏
を
彩
る
花
花
。

　

氷
の
建
物
の
奥
の
バ
ー
で
、
氷
の
ス
ト
ゥ
ー
ル
に
腰
か
け
て
飲
ん
だ
モ

ス
コ
ミ
ュ
ー
ル
、
写
真
が
語
り
か
け
る
世
界
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
溶
け
込
め

た
よ
う
な
気
が
し
た
。
暖
か
く
話
し
か
け
て
く
れ
る
よ
う
な
星
野
さ
ん
の

エ
ッ
セ
イ
に
も
出
会
え
た
。
中
で
も
一
番
好
き
な
作
品
は
、「
も
う
ひ
と

つ
の
時
間
」。

　
「
…
…
毎
日
を
生
き
て
い
る
同
じ
瞬
間
、
も
う
ひ
と
つ
の
時
間
が
、
確

実
に
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
…
…
」

　

も
う
ひ
と
つ
の
時
間
を
想
像
し
て
み
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

み
ち
子

町民文芸

母
と
我
見
舞
い
帰
り
の
終
列
車

　
　
　
　
　
　

駅
よ
り
一
里
夜
道
を
歩
く　
　
　
　
　
　
　

白
石　

知
徳

指
の
腹
ナ
イ
フ
に
あ
て
て
栗
を
む
く

　
　
　
　
　
　

栗
ご
飯
に
は
ゲ
ラ
ン
ト
の
塩　
　
　
　
　
　

髙
橋
真
奈
美

ス
キ
レ
ッ
ト
に
卵
ふ
た
つ
を
割
り
入
れ
る

　
　
　
　
　
　

母
性
く
す
ぐ
る
フ
ラ
イ
ド
エ
ッ
グ　
　
　
　

尾
上
ひ
と
み

目
覚
め
れ
ば
白
い
カ
ー
テ
ン
白
い
壁

　
　
　
　
　
　

完
治
も
近
い
ひ
と
日
に
な
ろ
う　
　
　
　
　

五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

収
穫
の
ビ
ー
ト
あ
を
あ
を
山
は
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袴
田
ゆ
き
男

咲
き
は
じ
め
秋
明
菊
の
白
い
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

夏
美

色
鳥
の
声
美
し
き
枝
移
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
上　

加
代

四
季
の
会

式
挙
げ
し
離
れ
ゆ
く
子
よ
七
五
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
邊　

美
佳

若
人
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
神
無
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

廣
行

甥
の
手
の
タ
イ
ヤ
交
換
神
無
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

利
江

ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
優
勝
神
無
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

朝
子

鹿
笛
吟
社

慎つ
つ

ま
し
く
秋
日
に
並
ぶ
夫
婦
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

朝
子

限
り
あ
る
老お
い

に
厳
し
き
残
暑
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

輝
子

大お
お
も
み
じ

紅
葉
旭
岳
よ
り
南
へ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埴
渕　

洋
子

白
寿
大
学
俳
句

永
ら
へ
て
八
十
七
と
や
子
規
忌
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
ま
さ
し

わ
れ
の
住
む
こ
こ
も
花
野
の
一
部
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
と
も
子

帰
省
し
て
む
か
し
む
か
し
の
通
信
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間　

梨
花

夏
木
句
会

善
意
の
プ
レ
ゼ
ン
ト    （
敬
称
略
）

■
物
品
な
ど

▽
町
へ

･
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社 

帯
広
支
社

（
大
橋
朋
史
支
社
長
）＝
タ
オ
ル
１
０
０
本

尚翔さん・春菜さん

大介さん・明日香さん

鹿追の情報を
もっと身近に

鹿追町お知らせアプリ「ミ ジ カ」

iPhone
の方はこちら

Android
の方はこちら

防災・気象・交通・緊急情報
福祉・医療・生涯学習
スポーツ・観光・イベント
ごみ・暮らしの情報

子育て・防災しかおい配信内容

鹿追町公式Instagram

1500 フォロワー突破！
しかおいの魅力発信中です！

町のイベント

ホットな話題

四季折々の景色 ぜひ覗いてみてください
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ま ち か ど

パ レ ツ ト

〒 081-0292　北海道河東郡鹿追町東町 1 丁目 15 番地 1
☎ 0156・66・2311　℻ 0156・66・1020
鹿追町ホームページ　https://www.town.shikaoi.lg.jp/
市外局番は［0156］です
＊本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます

鹿 追 町 役 場

もみじの里でたくさんお菓子をもらったよ

10月31日　子育て支援センター ハロウィン

歌と音楽で健康な身体づくりを目指します11月６日　第43回 鹿追町老人クラブ交歓会

山の楽しみ方や登山の注意点を情報交換
11月10日　ジオカフェ『然別湖の山について話しましょう』

今年度で閉校が決まっている上幌内小学校の最後の学習発表会。
児童9人が日頃の学習の成果を元気に披露しました。

上幌内小学校 閉校記念学習発表会　11 月 9 日　

　　
広
報
し
か
お
い
　
　
　
　
12
月
号

令
和
６
年
11
月
25
日
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）

●
発
行
／
鹿
追
町
役
場  

●
編
集
／
企
画
課 

広
報
広
聴
係
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